
「GakuNin RDM の利用に関するアンケート」結果報告 

 
・ 実施期間：2023 年 10 月 11日～10月 31日 
・ 対象：各機関で「GakuNin RDMの運用・管理に携わっていただいている方」（1機関、

何名でも回答可） 
・ 回答数：23 機関 26 名（対象機関数 79機関に対して、機関回答率：29.1％） 
 
１） GakuNin RDMを申請した理由を教えてください。（複数選択可） 

 
（その他） 
 文科省からの「公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方」に

ついて、との通知に基づき検討を始め、そのプラットフォームとして GakuNin RDM
を申請致しました。 

 学内で紙の実験ノートの保管が課題となっており、対策案として電子実験ノートの導
入の話が出て、その実現策の一つとして貴研究所の GakuNin RDM が候補に挙がった
ため、申請し、利用させていただきました。 

 申請当時の事情については私は正確には把握できていません。 
 
２） GakuNin RDMの運用に関わっている部門等を教えてください。（複数選択可） 
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他機関と連携した研究データの活用のため

自機関における研究データ管理の推進のため

特定プロジェクトでの研究データ管理のため

統合イノベーション戦略推進会議等で利用が
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図書館

情報基盤の担当部門

研究推進の担当部門



 
３） GakuNin RDMをどのように利用されていますか？（複数選択可） 

  
（その他） 
・ まだ具体的な利用が出来ておりません。 
・ 学内の研究データ管理方法について検討中であり、本格的な運用には至っていない状

況です。 
・ 利用申請中であり利用開始していません。 
・ 申請したてでこれからのため 
 
４） GakuNin RDM のサポート（サポートポータル、問い合わせ窓口対応、説明会等）に満

足していますか？ 

  
（回答数） わからない：15 不満足：2 やや不満足：4 やや満足：2 満足：3 
（回答の理由） 
・ 【満足】IdP 側の Shibboleth 認証設定にミスがあったときに柔軟に対応していただけ

たため。 
・ 【満足】まだ本格的に運用開始していませんが、サポートポータルの内容は充実してお

りますので、参考にさせていただいております。 
・ 【やや不満足】問合せについて、原則として機関の担当者経由での問合せを行う必要が

あると認識しています。そのため、細かい点が気になっても問合せがしづらいと感じて
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います。 
・ 【やや不満足】サポートポータルについて、パスワード変更時に一度だけアクセスでき

るリンクが提示されますが、本学は MS のセーフリンク機能を利用しているため、本
人がアクセスする時点では MS によりアクセス済みとなっていて、パスワード変更が
できない。 

・ 【やや不満足】説明会は、すでにシステム構築され環境が整った施設の内容が報告され
ている印象がある。これから運用する施設からするとシステム構築や導入に必要な情
報が足りない。 

・ 【やや不満足】問い合わせに対してまだ回答をいただけていないことから。 
・ 【不満】対応が非常に遅い。不具合改修でも数か月を要することがあり、学内での普及

活動に影響を及ぼす。 
・ 【わからない】まだ利用者が少なく、サポートに問い合わせ・相談する事案が出てきて

いないため。 
・ 【わからない】利用者数が少ない。 
・ 【わからない】現在、試用段階のため。 
・ 【わからない】運用開始間もないため。 
・ 【わからない】今月申請が承認され、準備中のため。 
・ 【わからない】まだ実質的な利用は開始していません。 
・ 【分からない】申請したてのため。 
 
５） GakuNin RDMの機能に満足していますか？ 

 
（回答数） わからない：14 不満足：3 やや不満足：5 やや満足：2 満足：2 
（回答の理由） 
・ 【満足】データ解析機能が便利だから。 
・ 【満足】OpenIdP を利用している為、ユーザー管理できないが、テスト環境としては

問題ない。 
・ 【やや満足】テスト利用した範囲では基本的な機能はよいと思うが、DMPやメタデー

タ作成に関する支援や連携の機能が充実するとよいと考えているため。 
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・ 【やや満足】当初は様々なプロジェクト管理機能やコミュニケーション機能に期待を
していたが、主にファイル管理機能としては満足。 

・ 【やや不満足】アカウント作成回りのエラー。メタデータ管理機能が使いにくい。機関
リポジトリ連携の未実装。 

・ 【やや不満足】基本的に動作が重いです。（表示に時間がかかるなど）。また、インタフ
ェースとしても十分に洗練されているとは言いづらいと思っています。 

・ 【やや不満足】JAIRO Cloudとの連携が未公開であることと、NIIストレージが少ない
ため。また、将来的に DMP 作成機能やメタデータとの連携機能などの拡張を希望し
ます。 

・ 【やや不満足】運用管理の立場で、機関ストレージの変更・切替を行うことができない
（自組織の都合やスケジュールでの変更が困難）ため、全学的な利用（利用の推奨）に
踏み切ることができない。 

・ 【やや不満足】内蔵エディタ機能が，ファイルの形式や文字コードによって開けなかっ
たり文字化けしたりで，少し物足りない印象です。 

・ 【不満足】編集権限から削除権限を分離，プロジェクトの機関への委譲，データ移行支
援機能，公開基盤との連携等，組織的／継続的に運用するための機能が不足しているよ
うに思います． 

・ 【わからない】現在、試用段階のため。 
・ 【わからない】運用開始間もないため。 
・ 【わからない】元々、研究部門からの要請で導入し、主な利用組織が研究部門であり、

当課ではあまり利用していないため上記の通りに回答しました。 
・ 【わからない】まだ実質的な利用は開始していません。 
・ 【わからない】まだ本格的に運用を行っていないため、GakuNin RDM の機能をほと

んど使用していません。 
・ 【わからない】申請したてのため。 
・ 【わからない】研究活動サイクルのどの段階で GakuNin RDM を用いて、利用してい

くのか、全くイメージが掴めない。既に定型化した活動サイクルに対して、わざわざ管
理ツールを用いなければならない動機づけがなく、メリットが見えなければ利用には
結びつかないように思う。特に個人利用が可能なストレージ領域を提供しているもの
の、データアクセス性は快適とは言い難く、また、ウェブサイトの外観もユーザフレン
ドリーとは言えない。個別機能としては、wikiの入力については、日本語の入力確定が
うまくいかず、二重、三重に入力されるなど、利用ストレスが高すぎる。GakuNin RDM
のストレージの寿命がどの程度あるのか不明であり、恒久的なデータ保管機能として
は利用するのに躊躇を覚える。かつ、転職などによる所属機関変更時のアクセス認証
は、前職の認証とスムーズに連結されるのか、など、利用者の抱える不安も大きいよう
に思われる。 

 
６） GakuNin RDM の利用または RDM の推進について貴機関内での研修などを行ってい



ますか？ 

  

（回答数） 予定はない：13 計画中：8 実施した：5 
（研修のタイトル等） 
・ 研究データ管理基盤（GakuNinRDM）利用者説明会 
・ 研修のタイトルも含めて検討中です。 
・ FD 講演会「研究データ管理の必要性とオープンイノベーションセンターシステム概

要」 
・ FD（研究データ管理について） 
・ PoC 全体ミーティング 
・ GakuNin RDM データ活用セミナー：これからの研究データ管理を探る 
・ 研究データ管理に係る FD研修 
・ GakuNin RDM 説明会 
・ 内容等全く決まっておりませんが、実施が必要と考えております。 
・ 未タイトル 
 
７） GakuNin RDMについてご意見、ご要望などあれば具体的に教えてください。 
・ 現時点では特にありません。引き続き、サポートよろしくお願いいたします。 
・ まずはGakuNin RDMの利用手順の整備と、利用ストレージについて決めていきたい

と考えています。 
・ 【機能】編集権限から削除権限を分離，プロジェクトの機関への委譲，データ移行支援

機能，公開基盤との連携等，組織的／継続的に運用するための機能を拡充していただき
たいです． 

・ 【機能】機関内で利用を推進したいが、利用者数の推移が分からない。管理者画面から
利用統計が取れない、または不充分。 

・ 【サポート】ADサーバが必要ということが分かりにくかった。資料でまず必要なシス
テムを掲載してほしい。後で必要とわかり、稼働までの調整に時間がかかっている。 

・ 【機能】JAIRO Cloud との連携が調整中の状況で、外部ストレージに保存した研究デ
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ータのメタデータをどう扱うか、学内での検討が進んでいません。本来の機能ではない
と思いますが、GakuNin RDM 上で(連携ストレージ内データと紐づいていない）メタ
データのみ（保存場所は URL などを記載）の管理ができたら、研究者にとって使いや
すいようにも思うのですが、そういったサービスは想定されていませんでしょうか。 

・ 【機能】各組織での運用管理の利便性（自由度）を上げていただきたい。現在組織でき
るのはストレージを選択して接続するだけで、その切替や移行のタイミングが組織の
都合で自由できない状況のため、組織内に対して責任を持って展開することが難しい。 

・ 【サポート】GakuNin RDM について基礎的な部分から理解できておらず、概要説明
の資料等があれば大変有難いです。 

・ 【サポート】システム構築にかかる情報が不明瞭。当初、GakuNin RDMの利用・ユー
ザー管理を行う上で必要なサーバ類が不明であった。運用例なども、すでにシステム構
築された状況でないと判断できない為、どこから手を付けてよいのかわからない。 

・ 全てがこれからのためわからない。 
・ 【機能】GakuNin RDMの説明を伺っていると、「顧客が本当に必要だったもの」の風

刺画を想起してしまいます。現況の設計で行くならば、研究分野を絞ってサービス提供
される方がよいようにも感じています。機能追加の要望としては、財源情報メタデータ
を ID 認識（ORCID などの入力のある場合に限る）し、KAKEN データベースからな
どの情報リンクを自動化していただきたいです。 

 
以上 


